
検査当日の流れ 
～胃カメラ編～ 

① 問診 
問診票をもとにお話をさせてください。 

  
今までかかった病気や、アレルギーの有無（アルコー

ル綿やテープでかぶれた、歯医者さんの麻酔で気分が

悪くなった）、ふだん飲んでいるお薬、特に抗血栓薬

(血液をサラサラにする薬)を飲んでいるか、処置禁止

の腕があるかどうか、（例：透析治療中、乳がん術後

リンパ節郭清をしている方）、などはとても大切な情

報です。一つ一つ確認させてください。 

また、ふだん飲んでいるお薬がある方は、お薬手帳を

必ずお持ちください。  

              

 
 

 

 

 



 

② 検査前の準備 
胃の泡を消すための飲み薬を飲みます。 

                        

         

 

 

 

 

 

 
検査室に入室です。 

お名前と生年月日を聞かせて下さい。   
のどにキシロカインという麻酔のスプレーをします。 

歯科治療の麻酔薬で異常があった方、 

キシロカインにアレルギーのある方は、 

必ずお申し出ください。 

 
  

 

あまり美味しくは 

ないです・・・ 
 

 

お口を開けてください。 
しっかり息を止めて 3-5 回スプ

レーします。しばらくのどにため

た後、ゆっくりと飲み込みます🎵🎵 



 
 
 
 

③ 検査開始 
 

ベッドに横になり、鎮静剤を使用する方は点滴をしま

す。左を下にした横向きになり体勢をととのえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

両うでは 
胸もとでくみます 

右脚は膝を 

曲げて 
左脚の前に 
だします 

検査中、口の中にたまった唾液は

飲み込みません。 

 

カメラが入っていても、鼻から息

は吸えますので、鼻で吸って、 
口からはぁ～、のゆっくりした 

呼吸を繰り返しましょう。 

全身の力をぬいてください。 

 

検査中、こちらからお声をかけま

すが、お返事はせず、聞き流して

下さい。 

検査は 5～10 分ほどです。 

お尻を後ろに突き出して「く」

の字の姿勢になります 

左を下にして横になり 
左の頬を枕にくっつけます 

エプロンをつけ、マウス 

ピースをくわえます。口の中
が痛い時は、言ってください 



 

 
   
         
 
 
 
 
 
 
 
 
【鎮静剤を使用した方】 
点滴を抜き、お休み頂くベッドに車いすでご案内します。 

1 時間経ったら、お声をかけますので、それまでゆっくり

お休みください。   
1 人で歩くとふらついたり、 

転んでしまう恐れがあります 

       「気分が悪くなった」 

「トイレに行きたい」など、 

何かありましたらナースコール 

でお知らせください。 

 
眠気が強い時は安静時間を延長する 

      ことがあります。 

 
 

       

④ 検査終了 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

    

 

 

 

 

 

 

 
 

 

★検査お疲れさまでした★ 

マウスピースをはずして、口にたまった唾液はティッシ

ュにだします。洗面台で軽くうがいをします。 

検査後 1 時間は、まだ喉の麻酔が効いていますので、 

すぐに水を飲んだり、食べたりはできません。 

こちらの椅子にかけてお待ちください。 
順番にご説明します。 

【鎮静剤を使用していない方】 
検査後の注意事項を説明しお会計ファイルを渡します。  


